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【事業実施に向けた打ち合わせおよび現地調査、新規支援者の開拓、ミニ公演】 

１）日 程   平成２６年８月２１日（木）～２５日（月） 

２）場 所   三春町、川俣町、南相馬市の農産物・加工品販売店や公民館、学童、図書館の４

カ所にて人形劇公演を実施。福島市、霊山町、川俣町、二本松市、郡山市の会場に

て下見および打ち合わせ。 

３）参加劇団  人形劇団野良犬（１名）、劇場スタッフ（１名） 

４）公演記録 

月/日（曜） 開演時間 会 場 公演プログラム 観客数 

８/２１（木） １４：０0 

野菜とパンの店「えすぺり」 

田村郡三春町桜ヶ丘 3 丁目

2-3 

「千匹オオカミ」ほか 

（人形劇団野良犬） 
２３名 

８/２２（金） 

１０：３０ 

川俣町福沢公民館 

伊達郡川俣町大字西福沢字松

川木2-1 

「千匹オオカミ」ほか 

（人形劇団野良犬） 

４１名 

（小26、大人

15） 

１４：３０ 
学童保育所わいわいクラブ 

伊達郡川俣町字後田10-1 

「千匹オオカミ」ほか 

（人形劇団野良犬） 

４９名 

（小38、中高

生5、大人6） 

８/２３（土） １１：０0 

南相馬市立中央図書館 

南相馬市原町区旭町二丁目 7

番地 

「千匹オオカミ」ほか 

（人形劇団野良犬） 

30名 

（小15、大人

15） 

５）写真で見る公演及び調査記録 

①ミニ人形劇公演（野菜とパンの店「えすぺり」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三春町の農産物直売所「えすぺり」。軽食がいただける店内の席から窓を見上げると、軒下に

書かれた「めざすのは原発のない空」「3.11を忘れない」という言葉越しに青空が見えた。 

 店内は一画を舞台にして、人形劇なども上演できるように作られている。子ども達は元気いっ

ぱいで、公演後も何度もマジックをアンコール。 

 お店を経営されているご夫妻は、有機無農薬野菜をつくる農家でもあり、人形劇団でもある。

公演後、震災当時からこれまでのお話を、かなりじっくりと伺うことができた。 
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②ミニ人形劇公演（川俣町福沢公民館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 近所の親子サロンに来ている親子さんたちが観に来てくれた。人形劇が初めての子も多く、と

ても喜んでいただけた。 

 公民館の壁には福島県が発行した「安全な米づくりのために～水稲の放射性セシウム吸収抑制

対策のポイント」が掲示されていた。 

 川俣町のお知らせメール配信サービスの内容は、カテゴリ１に原子力災害対策情報、火災情報

等の「一般お知らせ情報」、カテゴリ２に「空間放射線測定値情報」、そしてカテゴリ３「ごみ

収集」、カテゴリ４「健康情報」と続く。 

 

③ミニ人形劇公演（学童保育所わいわいクラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 午前中、福沢公民館に観に来てくれた保育士志望の高校生の女の子が、妹を連れて来てくれた。

地元の学生さんに私達の活動に興味を持ってもらえたことは、とても嬉しい。 

 

 

④会場下見および打合せ（旧堀切邸） 
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⑤ミニ人形劇公演（南相馬市立中央図書館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

. 

 

 

 

 

 ちょうど近くの小学校で催しがあったようで、心なしか館内の人もまばらであった。 

 震災・原発事故関連図書の書架と特設コーナー。 

 藤城清治氏の作品「復興の光、閃上被災地を描く」。館内には、鎮魂と復興の祈りを込めて震

災の様子を描かれた藤城清治氏の作品がたくさん飾られていた。 

 

⑥会場下見および打合せ（相馬市内、霊山こどもの村、安達ケ原ふるさと村、三春交流館まほら） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福島市～相馬市を車で移動する間、線量計を持たせていただいた。何の変哲もないのどかな山間

や民家の風景の中、自分では全く感知できない放射線量の数値が変動していった。 

 相馬市のお食事処で、地元漁港からの入荷状況によりメニューが変わるという「今はこれしかで

きない丼」をいただいた。店頭で漁港の試験操業の魚種をユニークなイラスト入りで紹介してい

た。（上段左から２つめ） 

 津波の被害にあった状態が残る海岸に連れて行っていただいた。時計塔に登ると、泥の跡、水圧

で曲がったとみられる鉄の扉、割れたガラス、折れ曲がり、場所によってはなくなっている手す

りと、見渡す周囲の景色から、押し寄せた津波の高さとその威力がよくわかる。 
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 「霊山こどもの村」の駐車場から建物へ向かう横道で除染作業を行っていた。手前の看板には「ご

迷惑をおかけします。子どもたちが安心して公園を利用できるよう除染を行っています」と書か

れている。ここの除染作業は 12月 19日まで続く。（下段左） 

 「二本松安達ケ原ふるさと村」の敷地内にある、入館無料、冷暖房完備の「子供館」を下見。こ

ういった屋内遊技場は、原発事故後、近郊の親子さんのおでかけスポットになっていたとのこと。

（下段中央） 

 21日に公演させていただいた三春町の「えすぺり」で打合せ。先日の公演会場だった広いスペー

スには、たくさんの野菜やパン、調味料などが並び、全ての商品にお客さんが安心して購入でき

るよう、生産者名、放射能測定値、農薬の有無や肥料の種類等が明記されていた。（下段右） 

 

 


